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那
覇
市
歴
史
博
物
館
（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
10
時
～
19
時　
木
曜
休
館

観
覧
料　
一
般
３
５
０
円
（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
９・５
２
６
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開
催
中
の
企
画
展
で

は
、
沖
縄
の
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
、
Ｆ
Ｃ
琉

球
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
の
１
シ
ー
ズ
ン
、
Ｆ
Ｃ
琉
球
は「
性
の

多
様
性
」を
尊
重
す
る
レ
イ
ン
ボ
ー
活
動
に
賛
意

を
表
す
る
た
め
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
左
袖
に
レ
イ
ン

ボ
ー
の
ラ
イ
ン
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
胸
に
つ
い
て
い
る
エ
ン
ブ
レ
ム
に

は
シ
ー
サ
ー
と
琉
球
王
が
身
に
つ
け
た
玉
冠
が
モ

チ
ー
フ
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
特
別
展
示

室
で
は
玉
冠
の
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
企
画
展
で
は
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
性
の

多
様
性
を
尊
重
す
る
都
市
・
な
は
」
宣
言
の
起
草

原
稿
や
策
定
の
議
事
録
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
関

係
団
体
を
招
い
た
策
定
会
議
や
男
女
共
同
参
画
会

議
で
の
議
論
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
宣
言
に
込
め

ら
れ
た
関
係
者
達
の
思
い
や
願
い
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
お
伝
え
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

■期
８
月
28
日（
月
）ま
で　
※
木
曜
日
休
館

■費
一
般
３
５
０
円

　
壺
屋
焼
や
シ
ー
サ
ー
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

学
べ
る
企
画
展
。
小
学
生
対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

も
あ
り
（
数
に
限
り
あ
り
）、
夏
休
み
の
自
由
研

究
や
壺
屋
焼
・
シ
ー
サ
ー
入
門
編
と
し
て
最
適
な

内
容
で
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

■期
８
月
20
日
（
日
）
ま
で

■場
３
階
企
画
展
示
室　

■費
無
料

　
私
は
絵
画
を
表
現
の
手
段
で
は
な
く
、
暮
ら
し

に
潤
い
を
も
た
ら
す
芸
術
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
描
き
続
け
て
き
た
亜
熱
帯
植
物
の
宝
庫
で
も
あ

る
沖
縄
で
、
琉
球
王
朝
の
誇
り
と
歴
史
、
気
候
風

土
に
根
ざ
し
た
沖
縄
の
逞
し
さ
と
お
お
ら
か
さ
に

問
う
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
１
階
は
博
物
館
の
常
設
展
示
と
コ
ラ
ボ
し
陶
芸

と
絵
画
の
併
設
展
示
。
３
階
は
バ
ー
ド
加
代
子
個

展
。
絵
画
の
展
示
は
美
術
館
と
い
う
既
成
概
念
に

風
が
吹
き
、
工
芸
と

美
術
が
暮
ら
し
に

添
え
る
「
華
」
で
あ

る
こ
と
を
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
嬉

し
い
で
す
。

（
主
催
：
バ
ー
ド
加
代
子
）

■期
８
月
22
日
（
火
）
〜
９
月
３
日
（
日
）

■場
３
階
企
画
展
示
室
・
１
階
常
設
展
示
室

■費
無
料
※
１
階
は
常
設
展
示
の
観
覧
料
が
必
要

　

今
月
は
「
親
子
向
け
常
設
展
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」

と
題
し
、常
設
展
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

夏
休
み
の
宿
題
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

■日
８
月
20
日
（
日
）
10
時
～
※
１
時
間
程
度

■費
常
設
展
の
観
覧
料
が
必
要（
大
学
生
以
下
無
料
）。

■申
不
要
。
１
階
受
付
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
10
時
～
18
時
（
入
館
は
17
時
半
ま
で
）

月
曜
休
館 

※
た
だ
し
、
月
曜
祝
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
観
覧
料 

一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
２・３
７
６
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「
性
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
都
市
・

な
は
」
宣
言
～
そ
の
歴
史
と
背
景
～

ハ
イ
サ
イ
壺
屋
焼

　
　
～
ヤ
チ
ム
ン
大
発
見
！
～

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う 

〜
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
〜

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

　

国
宝
尚
家
資
料
８
月
の
特
別
展
示

「
小
柄
の
紅
型
衣
裳
／
堆
錦
の
漆
器
」

　
８
月
は
夏
ら
し
く
、
尚
家
資
料
（
国
宝
）
か

ら
白
地
に
青
、
紺
地
に
白
な
ど
涼
し
げ
な
衣
裳

を
三
領
展
示
い
た
し
ま

す
。
眼
に
も
涼
や
か
な

王
家
の
夏
衣
裳
を
ぜ
ひ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■期
８
月
４
日（
金
）～

　

 

８
月
28
日（
月
）

監
修　
那
覇
市
文
化
協
会
う
ち
な
ー
ぐ
ち
部
会

【
お
問
い
合
わ
せ
】
那
覇
市
文
化
協
会　
☎️
８
６
１・１
９
０
９

あ
ぎ
じ
ゃ
び
よ
ー

失
敗
し
た
と
き
な
ど
に
使
う
声
。
残
念
と
い
う

意
味
。
女
性
こ
と
ば
は
、「
あ
い
え
ー
な
ー
」。「
あ

き
さ
み
よ
ー
」
は
、
悲
鳴
ま
た
は
驚
き
の
声
。

　若狭公民館の「おかず一品持ち寄り朝食会」。
地域交流を目的に毎月 1回開催しています。その
取り組みを参考にしたのが、熊本市の秋津公民館。
同館は熊本地震による仮設住宅の近くにあること
から、仮設に住むみなさんが、おかずを持ち寄っ
て交流を深めています。その縁から、両館をイン
ターネットで繋ぎ合同朝食会を開催しました。
　秋津に出向き、朝食会に参加した若狭公民館の
宮城潤館長は「震災当時の様子や避難所運営など
公民館の役割を参考にしたい。そして、今後も交
流を続けていきたい」と話しました。

　新鮮なマグロを食べてもらうと、那覇市沿岸漁
業協同組合から水揚げされたばかりのマグロが寄
贈され、那覇市母子生活支援センターさくらで解
体ショーが行われました。
　﨑原孝夫組合長は「昨年は、さくらのみなさん
を漁協に招待しましたが、食べてもらうことができ
ませんでした。そのことを残念に思っていたので、
今日改めて機会が設けられて良かったです」と話
しました。
　切り分けられたマグロは、不登校のこどもの居
場所である「Kukulu（ククル）」にも提供されました。

なはのホットな話題は市Facebookや LINE＠で

朝食会
～若狭公民館＆熊本市秋津仮設住宅～

子どもたちへプレゼント
～生鮮マグロ寄贈＆解体ショー～

6 6 7
24

亜
熱
帯
の
命
の
響
き

8
　那覇商工会議所青年部による、那覇を考えるきっ
かけ作りを目的とした「なはの日ＰＲイベント」が、
パレットくもじ前交通広場で開催されました。
　今年のイベントは、未来の那覇を担う子どもた
ちに那覇のことを知ってもらおうと、那覇に関する
クイズ大会やＭ「７８」星雲からやってきたウルト
ラマンジードの登場など、内容盛りだくさんで開催
されました。
　イベントに参加した上原とあちゃん（4）は「なは
の魚はマグロ～」と、クイズ大会で覚えた知識を
披露してくれました。

未来の那覇のためにできること
～なはの日PRイベント～30

82017 年（平成 29年）8月


